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全国的に高齢化が進ん

でいます。橋本市にも高

齢化の波が押し寄せてい

ます。そんな中、これから

も安心して橋本市での暮

らし（生活）が続けられる

ようにするためには、い

ざという時に駆けつけて

くれたり、ちょっとした

お手伝いを頼めるような

身近な地域の助け合いが

必要です。 

市では現在、市内９地

区において地域づくりの

基盤となる「協議体」を設

置するための準備会を開

催しています。 

橋本市で４番目となる第 2 層協議体が、３月 8

日（木）、橋本地区で発足しました。 

橋本地区は、市の中央部に位置し、南海高野線・

ＪＲ和歌山線、国道 371 号・国道 24 号がそれぞ

れ交差する市の玄関口となる地域です。人口

8,570人、高齢者は2,561人で高齢化率は29.9％

です（平成 29 年 3 月 31 日現在）。 

同地区の準備会には、“たすけあいフォーラム

（7/8）”に参加され、継続して地域での準備会や

助け合い活動に参加したいといった方々にたくさ

ん集まっていただきました。1 回目の会議から既

に協議体で話し合うような雰囲気でしたので、こ

の流れのまま 2 回目の準備会で協議体を発足する

ことができました。 

まだまだ協議体の役割について、イメージする

のが難しいのではと思っていましたが、日頃のサ

ロン活動や民生委員活動等の中で感じていること

や課題を出し合っていただくことができました。

「身近な地域の助け合い活動を活性化すること。」

「無理にサービスを創るのではなく、既に活動し

ている団体等の地域資源を把握することが大切で

は」という話し合いになりました。 

そして特に課題となったのが、在来地域と新興

住宅地の問題です。地域での共通する課題がなく、

話し合いが難しいなどの意見がだされました。「第

2 層協議体では、そういった違いをプラスに変え、

地区同士の交流や情報交換も含めて考えていけば

何かが生み出されるのではないか。」と話されてい 

発足を祝してお茶で乾杯

様子 

（裏面へ続きます） 

ました。違いを理解しながら答えがないことにも建

設的に考えられる。まさにそんな考えた方が大切で

あるという場面でした。 

今後はテーマを絞り、2 か月に 1 回話し合うとい

うことが決まり、和やかな雰囲気で終わることがで

きました。発足するにあたり、最初のコアメンバー

は決まりました。今後、回を重ねながら関心・興味

のある方もメンバーとして加わっていただき活発

な話し合い合いの場になればと思います。 

「(仮称)橋本地区第２層協議体」発足!! 

▲夜の会議が多いので、昼に開催して参加しや
すように工夫していきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年の８月頃から、市いきいき長寿課の職員のみ

なさんと市内の９地区へ、地域の基盤となる「第２

層協議体設立のための準備会」の説明に参加させて

いただいています。 

説明当初から、「協議体の役割が理解できない」

「助け合い活動と協議体が合わない」というご意見

をいただく場面が多かったように思います。国や他

県の資料を引っ張って、自分なりに解釈していたつ

もりでしたが、「冊子説明ではなく口頭説明の必要

性がある」と参加者の方からご指摘を受けました。

なかなか、国の制度を完全に理解することは難しい

です。 

 

理想とする協議体の形… 

あれから 7 か月が経ちました。ある日、いきいき

長寿課の職員さんから「協議体のイメージは…地域

した。井戸端会議とは、かつて長屋の女性たちがま

した。井戸端会議とは、かつて長屋の女性たちが共

同井戸に集まり、水くみや洗濯などをしながら世間

話や噂話に興じたさまをからかって言った言葉で

す。この資料を提供してもらい職員と話しすること

で、何か点と点が結んだというか、目から鱗という

か、イメージしていた協議体の形（役割）が以前よ

り少しだけ見えてきたように思いました。 

例えば、区・自治会の課題（困りごとや悩み事）

や地域の活動等を話せる場が井戸端会議（第２層協

議体）として、その場にいた他の区の方から「それ

だったら、うちの区に住んでいるＡさんと仲間が得

意なので、ひょっとしたら協力してくれるかもしれ

得ない。声掛けてみよか？ひょっとしたら協力して

くれるかもしれ」という区が抱えている課題を隣の

区にある強みが解決できる取り組みとして発展す

る可能性があります。また、区の一人暮らし高齢者

問題等に苦慮している方が、他の区の取り組みを聞

き、区で取組めるヒントをもらえる。以前から、協

平成２９年度を振り返って 

～協議体って井戸端会議です～ 

の茶話会・井戸端会議」という資料の提供がありま

した。井戸端会議とは、かつて長屋の女性たちが共

同井戸に集まり、水汲みや洗濯などをしながら世間

話や噂話に興じた様を言った言葉です。 

例えば、区・自治会の課題（困りごとや悩み事）

や地域の活動等を話せる場が『井戸端会議（第２層

協議体）』として、その場にいた他の地区の方から

「それだったら、うちの近くに住んでいるＡさんと

仲間が得意。ひょっとしたら協力してくれるかもし

れない。声掛けてみよか？」や「うちの近所では、

○○グループが活動している」という地域が抱えて

いる課題に対して解決できるヒントを得たりしな

がら、隣接している地域の住民が連携・協力して解

決できる取り組みとして発展する可能性がありま

す。 

 

大切なこと… 

準備会では、私たちの説明不足もあって「協議体

で何をするんだ？」「何かをしなくてはいけないん

だ？」と、新たに何かをしなくてはいけないと認識

された方が多かったように思います。 

「協議体」という地域に馴染めない名称や難しい

「生活支援」「サービスの創出」等の話しを聞いて

も、負担感や押し付け感しか生まれません。 

大事な視点は、ご自身が住んでいる身近な地域の

支え合い活動を活性化すること。そのためには、す

でに取組んでいる活動や地域資源（地域のことであ

れば「なんでもＯＫ」）、そして生活課題を話し合う

事、それが『井戸端会議（第２層協議体）』です。

そして井戸端会議は自由な意見が発言できる気軽

な場になればと思っています。 

（第 1 層生活支援コーディネーター・望月） 

第 2 層協議体設立のための各地区準備会 進捗状況 
地区 設置状況 経過 

橋本地区 協議体発足❤（30.3.8） ５月に１回目の会議開催予定 

山田地区 第 2 回目調整中 新たにメンバーが加入予定 

紀見地区 紀見北地区準備会開催（30.3） ５月に３回目の準備会開催予定 

紀見地区準備会開催（30.4）  

隅田地区 協議体発足❤（30.2.14） ２回目の協議体会議開催（4.24） 

恋野地区 第３回目準備会（4.18）  

学文路地区 第 2 回目調整中 ミニフォーラムを検討 

応其地区 第 2 回目調整中 新たなメンバーに声掛け 

高野口地区 協議体発足❤（30.2.8） 2 回目の協議体会議調整中 

信太地区 協議体発足❤（29.12.7） 5 月に 2 回目の協議体会議予定 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%95%B7%E5%B1%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%95%E6%88%B8

